
（単位：億円 △損失､減少）

 2009年度第1四半期決算の概要 　当社株主帰属四半期純利益の会社区分別内訳推移

・ 当第1四半期は、世界的な景気減速と需要減退による業績低迷により、「当社株主帰属四半期純利益((注1)参照)」は前年同期比420億円減益の204億円となった。

・ セグメント別では、金属・エネルギーが金属資源・エネルギー価格の下落及び鉄鉱石販売数量の減少の影響を受けて大幅減益となったのを始め、2008年度第4四半期よ

りの低調な地合が継続。特に12月決算会社は、当第1四半期で1～3月の景気減速の影響を大きく受けている。分野別の「当社株主帰属四半期純利益」の比率は、資源  211               451              240  △         

エネルギー関連27％、生活消費関連64％、その他9％となっている。生活消費関連では、投資有価証券売却益があったものの、特に食料の業績は順調に推移している。 　  184               528              345  △         

・ シーアイ化成㈱及び㈱アイ・ロジスティクスの連結子会社化、並びに、頂新（ケイマン）ホールディングへの投資等、グループ収益力強化のための取組を着実に実行した。  13                40               27  △           

・ 株主資本は、前年度末比で主要通貨に対して全般的に円安となったこと、並びに株価が回復基調にあることに伴い、為替換算調整額、未実現有価証券損益が好転し、 204  △         395  △         191  ＋         

962億円増加の9,456億円となった。NET DERは0.2ポイント改善の1.9倍となった。  204               625              420  △         

（注1） 当第1四半期よりSFAS第141（R）号及びSFAS第160号を適用しております。詳細は、「平成22年３月期　第１四半期決算」P. 12「（９）新会計基準」をご参照ください。

（注2） 平成21年1月28日及び平成21年5月22日に公表いたしました「(訂正)過年度決算短信の訂正に関するお知らせ」に伴い､前年同期の数値を修正して表示しております。  98                353              255  △         

48%)(             57%)(             

増減率（%）

進捗率(％)

収　益 7,672       7,289       5.3%  ＋   ・ 収益：自動車市場低迷の影響を受けた機械、化学品価格下落の影響を受

売上総利益 2,063       2,477       16.7%  △ けた生活資材・化学品等が減収の一方、金属・ｴﾈﾙｷﾞｰは金属資源・ｴﾈﾙｷﾞｰ 9,750       21.2%

その他の収益（△費用） 価格下落の影響を受けたものの伊藤忠ｴﾈｸｽ㈱の連結子会社化により増収

販売費及び一般管理費 1,894  △ 1,789  △ 5.8%  ＋   ・ 売上総利益：（増減分野及び商品等） 7,850  △ 24.1% （主な黒字会社）            (連)：連結子会社 （持)：持分法適用関連会社

貸倒引当金繰入額 39  △     7  △       － 繊維/減益：㈱三景連結子会社化による増加があったものの、繊維原 50  △     77.7% 63.0%            68.1%            5.1%  △         

金利収支 65  △     73  △     11.1%  △ 　　料、織物、衣料品等の市況低迷により減益 350  △    18.6% 266社)(         284社)(         18社)(△        

受取配当金 59           104         42.7%  △ 機械/減益：自動車及び建機取引不調 250         23.8% 156社)(         133社)(         23社)(＋        

（金融収支） 6)(△       30)(         (　      －) 情航/増益：国内携帯電話販売事業拡大 100)(△    5.8%)(      422社)(         417社)(         5社)(＋         

投資及び有価証券に係る損益 28           59           － 金ｴﾈ/減益：伊藤忠ｴﾈｸｽ㈱連結子会社化による増加があったものの、

固定資産に係る損益 23           11           － 　　金属資源・ｴﾈﾙｷﾞｰ価格の下落、鉄鉱石販売数量及び権益保有油田 0             －

その他の損益 108         22  △     － 　　販売数量の減少

その他の収益（△費用）計 1,780  △ 1,718  △ 3.6%  ＋   生化/減益：ｼｰｱｲ化成㈱連結子会社化による増加があったものの、昨 8,000  △ 22.2%

税引前利益 284         759         62.6%  △ 　　秋以降の化学品価格の下落並びに日米住宅市況の低迷、米国子会 1,750       16.2% 313               632               319  △         （主な赤字会社）

法人税等 159  △    313  △    49.3%  △ 　　社売却による連結除外の影響により減益 850  △    18.7% 115  △         63  △           52  △           

税引後利益 125         446         72.0%  △ 食料/増益：食品流通関連での取扱増加及び生鮮食材関連の採算向上 900         13.9% 197               569               372  △         

持分法による投資損益 94           189         50.4%  △ 金不保物/減益：前年同期の大規模開発ﾏﾝｼｮﾝ販売の反動により減益 560         16.8%

四半期純利益 219         635         65.6%  △ ・ 販売費及び一般管理費： 1,460       15.0% （内、事業会社）

非支配持分帰属四半期純利益 14  △     10  △     38.0%  ＋ 伊藤忠ｴﾈｸｽ㈱等の連結子会社化による増加に加え、前年度の年金資 160  △    9.0% 293               588               294  △         

当社株主帰属四半期純利益 204         625         67.3%  △ 産運用悪化に伴う退職給付費用の増加等 1,300       15.7% 109  △         59  △           50  △           　黒字・赤字会社損益推移 （事業会社＋海外現地法人）

（参考） ・ 貸倒引当金繰入額： 184               528               345  △         

売上高　① 21,925     30,644     28.5%  △ 貸倒引当率上昇による一般債権に対する引当金増加等 105,000 20.9%

（売上総利益率） 9.4%)(      8.1%)(      ・ 金融収支： 9.3%)(      （内、海外現地法人）

営業利益　② 131         681         80.8%  △ 金利収支＋8（米ﾄﾞﾙ金利率低下等）、受取配当金△44（LNG関連△46） 1,850       7.1% 19                44                25  △           

・ 投資及び有価証券に係る損益： 6  △             4  △             2  △             

実態利益　④ 258         907         71.6%  △ 支配獲得に伴う既保有株式再評価損△35、株式評価損減少＋45、 2,360       10.9% 13                40                27  △           

実態利益＝売上総利益＋販売費及び一般管理費＋金融収支＋持分法による投資損益 株式売却損益悪化△55、事業整理損減少他＋14

当社株主帰属四半期純利益・実態利益推移 ・ 固定資産に係る損益：固定資産売却損益好転＋13等

・ その他の損益：貸方のれん償却益＋91、LNG関連投資からの配当に

係るﾍｯｼﾞｺｽﾄの減少等

・ 持分法による投資損益： 総資産 53,808           51,921           1,887  ＋       55,000        

東京ｾﾝﾁｭﾘｰﾘｰｽ㈱〔事業再編に係る利益＋8等〕、 有利子負債 24,101           23,893           208  ＋         24,000        

伊藤忠丸紅鉄鋼㈱△40、㈱ｵﾘｴﾝﾄｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ△21、 NET 有利子負債 18,008           17,568           440  ＋         19,000        
IMEAの持分法投資損益△14、日伯紙ﾊﾟﾙﾌﾟ資源開発㈱△13等 　 株主資本（当社株主帰属分） 9,456            8,494            962  ＋         9,500          

　 NET DER （倍） 1.9倍 2.1倍 0.2 改善 2.0倍未満

営業活動によるCF 767               700               67  ＋           

繊　維 204         218         14  △    8             90  △    745  △         384  △         361  △         

機　械 115         204         89  △    4  △       12  △    財務活動によるCF 351  △         669  △         318  ＋         

287         282         4  ＋      6  △       14  △    現金･現金同等物期末残高 6,050            4,029            2,021  ＋       

金属・エネルギー 251         432         181  △   56           267  △   

生活資材・化学品 236         297         62  △    22           30  △    
2009年度
第1四半期

2008年度
第1四半期

変動幅

食　料 825         806         19  ＋    130         73  ＋     4-6月平均 97.51            102.19            金利 （円TIBOR 3M/4-6月平均） 0.596%        0.841%        0.245%  △   

79           127         48  △    20           3  △       期末日 96.01            98.23             金利 （US$LIBOR 3M/1-3月平均） 1.240%        3.289%        2.049%  △   

その他及び修正消去 67           110         43  △    22  △     77  △     1-3月平均 90.93            109.18            4-6月平均 59.75          122.95        63.20  △     

合　計 2,063       2,477       413  △   204         420  △    期末日 98.23            91.03             1-3月平均 45.67          96.48          50.81  △     

15円

7.5円
中間

（予想）

：実態利益
：当社株主帰属
　四半期純利益

前年度末比
2009年
3月末

2009年
6月末

財　政　状　態

54           

625         

323         

9             

57           

23           

前年同期比

前年同期比

95  △       

550  △     

8,719  △  

420  △     

4  △        

416  △     

赤　字　会　社　損　失

黒　字　会　社　利　益

事業会社（取込損益）
2009年度
第1四半期

2008年度
第1四半期

主たる増減要因

2009年7月31日

伊 藤 忠 商 事 株 式 会 社

：単体
：事業会社
：海外現法
：連結修正

(注5) 海外事業損益は、海外現地法人及び海外事業会社の損益合計に、親会社の海外支店及び実質海外
　　　 の国内事業会社（収益源の大半が海外に帰属する日本に設立された特定の会社）の損益を加えたも
　　　 のです。

8             

5                  

66                

金融・不動産・保険・物流

情報通信・航空電子

営業利益の減少に加え、油価下落に伴うＬＮＧ関連の受取配当金の減少及び鉄鋼製品
関連事業等の持分法投資損益の減少により大幅減益

ｼｰｱｲ化成㈱の支配獲得に伴う利益計上があったものの、営業利益の減少及びﾊﾟﾙﾌﾟ
関連事業等の持分法投資損益の悪化により減益

営業利益の増加に加え、投資有価証券売却益があったことにより大幅増益

㈱ｱｲ･ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽの支配獲得に伴う利益計上があったものの、営業利益の悪化により減
益

52           

経　営　成　績

前年同期比
当社株主帰属四半期純
利益の会社区分別内訳

2009年度
第1四半期

2008年度
第1四半期

事 業 会 社

2009年度
第1四半期

2008年度
第1四半期

前年同期比 通期見通し
（4月30日公表時）

単 体

連 結 修 正

海 外 現 地 法 人

増減額

内、海外事業損益

（海外事業損益比率）

当社株主帰属四半期純利益

主たる増減要因

為替レート
(\/US$)

3月決算会社

投資活動によるCF

主要指標

12月決算会社

オペレーティング
セグメント情報 2009年度

第1四半期

売上総利益（注4）

98           

前年
同期比

2008年度
第1四半期

2009年度
第1四半期

2008年度
第1四半期

当社株主帰属四半期純利益

 鉄鉱石販売数量減及び金属資源
 価格下落等により減益

124               

 ｳﾗﾝ市況下落に伴う販売収益の
 悪化により減益

7                  47                
 国内外の鉄鋼製品の需要減少に
 より減益

 油価下落及び販売数量の減少に
 より減益

15                

3  △             

2008年度
第1四半期

2009年度第1四半期のキャッシュ・フローの状況

 日商及び客数が好調に推移する
 も、店舗の減損があり減益

2010年3月末
見通し

 主たる増減要因

 総資産：生活資材・化学品においてｼｰｱｲ化成㈱の連結子会社化による営業債権、たな
　　卸資産及び有形固定資産の増加に加え、食料では中国・台湾において食品･流通事業
　　を展開する企業ｸﾞﾙｰﾌﾟへの新規投資等があり、前年度末比増加
 株主資本：SFAS第160号適用前の「資本」に相当する株主資本は、配当金の支払いによ
　　る減少、当社株主に帰属する四半期純利益の積上げ、為替が円安となったことに伴う
　　為替換算調整額の増加、株式市況の回復による未実現有価証券損益の増加等によ
　　り、前年度末比増加、NET DERは前年度末比0.2ﾎﾟｲﾝﾄ改善し1.9倍

 ｳﾗﾝ市況下落に伴う販売収益の
 悪化により減益

 ㈱ファミリーマート

 ITOCHU Petroleum Co.,
 (Hong Kong) Ltd.

1  △             

2009年度
第1四半期

 ITOCHU Oil Exploration
 (Azerbaijan) Inc.

152               

12                

 伊藤忠丸紅鉄鋼㈱（MISI）

 ITC Nuclear Fuel Service
 (Cayman) Ltd.

12  △           

8  △             

 営業活動CF：

 生活消費関連分野及び情報通信・航空電子等において、営業債権の回収が進んだこと等により、ﾈｯﾄ入金

 投資活動CF：

 中国・台湾において食品・流通事業を展開する企業ｸﾞﾙｰﾌﾟへの新規投資、ｼｰｱｲ化成㈱及び㈱ｱｲ･ﾛｼﾞｽﾃｨ

 ｸｽの連結子会社化にかかる追加投資（TOB）等により、ﾈｯﾄ支払

 財務活動CF：

 配当金の支払及び親会社にて借入金の一部を返済したこと等により、ﾈｯﾄ支払（返済）

：黒字会社利益
：赤字会社損失
：黒字・赤字会社
　　　　損益合計

2009年度第1四半期　連結決算ハイライト　（米国会計基準）

4.68  △         

ブレント原油
（US$/BBL）

変動幅 主要指標

2009年度
第1四半期

18.25  △       

7.20  ＋         

2.22  △         

 ITOCHU Minerals & Energy
 of Australia Pty Ltd  (IMEA)

649  △     

384  ＋     

413  △     
前年同期比

32  △       

2008年度
第1四半期

黒　字　会　社　率

(注6) 当四半期より、当社が直接投資している会社及び当社の海外現地法人が直接投資して
　　　  いる会社を表示しております。104  △     

130  ＋     

8  ＋        

44  △       

36)(△       

（赤　字　会　社　数）

（黒　字　会　社　数）

2008年度
第1四半期

黒　字　会　社　利　益

合 　 　 　　 計

黒字・赤字会社損益
（事業会社＋海外現地法人）

赤　字　会　社　損　失

黒　字　会　社　利　益

2008年度
第1四半期

キャッシュ・フロー

赤　字　会　社　損　失

合 　 　 　　 計

営業利益については、「平成22年３月期　第１四半期決算」P. 10-11をご参照ください。

営業利益の悪化に加え、為替円高の影響等により減益

投資有価証券売却益の減少により減益

事業再編に係る持分法投資損益の増加及び前年同期の株式評価損の反動があったも
のの、自動車・建機取引不調により減益

営業利益の減少に加え、前年同期の投資有価証券売却益等の反動により大幅減益

黒字会社率
（事業会社＋海外現地法人）

2009年度
第1四半期

前年
同期比

2009年度
第1四半期

【当社株主帰属四半期純利益】　主たる増減要因

（注4） 売上総利益については、「経営成績」の
「主たる増減要因」参照

合 　 　 　　 計

（注3） 前年度及び当第1四半期における主な事業会社の連結子会社化、事業再編に伴う当第1四半期の連結損益計算書及び連結貸借対照表に与える影響額は、「平成22年３月期　第１四半期決
　　　　 算」P. 3「【定性的情報・財務諸表等】（注１）、（注２）、（注３）」をご参照ください。

配当状況
（１株当たり）

年間
（予想）

1.3%)(＋    

12  ＋       

31  △       

（　　 合 　　　計 　　）

154  ＋     

62  △       

475  △     

321  △     

197

569

307

416

723

313

△ 47 △ 53△ 46 △ 63 △ 115

632670

370

260

05/1Q 06/1Q 07/1Q 08/1Q 09/1Q

293

479

856

625

204 258

1,229

657
486

907

0

500

1,000

1,500

05/1Q 06/1Q 07/1Q 08/1Q 09/1Q

③
(持)

③

(連)

(連)

37

329

41

626

△ 395

13

184211

528

△ 238△ 159

224
347

△ 204

44
164

451

192

22 40

05/1Q 06/1Q 07/1Q 08/1Q 09/1Q

(連)

(連)

(持)

(注5)

09/3

08/12

09/6

09/3




